
八王子市助っ人留学生事業実施要綱 
 

令和３年４月１日 施行 
 

（目的） 
第１条 この要綱は、地域との交流意欲がある外国人留学生に対し、外国人の協力を必要とする市の 

事業及び地域活動において、その能力を活かした活躍の場を提供することで、地域社会とのコ

ミュニケーションと交流活動を促進し、もって本市の多文化共生を推進することを目的とする。 
 
（定義） 
第２条 この要綱における用語の定義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 
（１）助っ人留学生 

次の要件をすべて満たして本制度に登録した外国人をいう。 
ア 出入国管理及び難民認定法（昭和 26 年政令第 319 号）の規定による留学の在留資格

を有すること。若しくは、日本国籍を有するが、日本語を母語としないこと。 

イ 学校教育法（昭和 22年法律第 26 号）に規定する大学（大学院及び短期大学を含む。）、

高等専門学校、専修学校のうち専門課程及び出入国管理及び難民認定法（昭和 26 年政

令第 319 号）第七条第一項第二号の基準を定める省令（平成２年法務省令第 16 号）の

表の留学の項の下欄に掲げる活動の項下欄第６号の規定に基づき告示をもって定める

日本語教育機関に在学していること 

（２）助っ人活動 
助っ人留学生が実施する次に掲げる内容のうち、第１条で掲げる目的を達成できる活動とし

て認められるものをいう。 
ア 市が実施する事業の支援 
イ 学校施設等での児童・生徒との交流や支援 
ウ 市内の企業・団体等のイベントの支援 
エ 外国人に対する観光案内 
オ 翻訳や通訳に関する支援 
カ 福祉施設等での交流や支援活動 
キ 災害時の担い手の育成となる研修等への参加 
ク その他、多文化共生に関する活動 

 
（登録） 
第３条 助っ人活動を行う者は、別表１に掲げる内容を、次に掲げる書類を添えて、市長に申請しな

ければならない。 
（１）在留カードの写し、若しくはこれに相当すると認められるもの 
（２）学生証の写し、若しくはこれに相当すると認められるもの 
２   市長は、審査により前項の申請書を提出した者が、第２条第１号に規定する要件を満たして

いるときは、助っ人留学生登録名簿に登載し管理する。 
３   登録期間は、原則として登録の日から３年後の年度末までとする。ただし、助っ人留学生の

希望により、さらに更新することができる。この場合は、本条第１項に規定する内容の再度の

提出は省略することができる。 
４   登録した者は、登録事項に変更があったときは、速やかに市長へ報告しなければならない。 
５   登録の取り消しを希望する登録者は、速やかに市長へ報告しなければならない。 
６   市長は、登録者が次の各号に該当する場合、登録を取消すことができる。ただし、第２号及

び第３号による登録取消しについては、この限りではない。 
（１）登録要件を満たしていないことが判明した者 
（２）在留資格を変更した者 
（３）その他活動が困難な者 



 
 
（謝礼の支払い） 
第４条 市長は、予算の範囲内で助っ人活動に対して謝金を支払うものとする。 
２   謝金は、助っ人活動に応じ別に定める。 
３   市長は、原則として助っ人活動に参加した月の翌月の末日までに助っ人活動に対する謝礼を

支払うものとする。 
 
（事故等の報告） 
第５条 助っ人活動において事故等が発生した場合は、速やかに市長へ報告しなければならない。 
 
（保険） 
第６条 助っ人活動は、八王子市行政協力員総合災害補償保険の適用を受ける。 

 

附 則 
この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 
この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 
 

 
 
 
別表１（第３条関係） 
 

1 氏名（フリガナ） 
2 国籍 
3 生年月日 
4 住所 
5 電話番号 
6 E-mail 
7 学校名 
8 学部・学科・研究科・専攻科名 
9 学年 
10 話せる言葉 
11 日本語のレベル 

 
 
 
 


